
星
に
和
名
が
あ
る
事
に
関
心
が
薄
か
っ
た
。
厳
密

に
言
え
ば
何
気
な
く
見
過
ご
し
て
き
た
。
拙
小
説

『
奇
妙
な
異
星
人
』
を
目
下
執
筆
中
で
あ
る
。
舞
台

は
三
地
域
に
跨
り
、
越
後
糸
魚
川
、
信
州
松
本
、
武
蔵

国
、
モ
チ
ー
フ
は
宙
・
星
で
あ
る
。
天
文
学
を
斜
に

構
え
、
天
ぶ
ん
が
く
が
描
け
た
ら
と
願
っ
て
い
る
。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

資
料
を
集
め
、
時
に
取
材
を
し
て
構
想
を
練
っ
て

き
た
。
ネ
ッ
ト
検
索
で
一
冊
の
本
を
手
に
す
る
機
会
を

得
た
。
松
岡
正
剛
の
「
千
夜
千
冊
」(
第
三
四
八
夜
）

に
野
尻
抱
影
著
『
日
本
の
星
』(

中
央
公
論
社
、
絶
版)

が
あ
っ
た
。
私
は
松
岡
氏
の
講
演
を
一
度
聴
い
た
記

憶
が
あ
る
。
早
速
地
元
図
書
館
か
ら
そ
の
本
を
借
り

出
し
て
読
ん
だ
。
本
紹
介
前
に
拙
短
歌
七
詠
で
あ
る
。

冬
雷
の
音
の
遠
の
き
し
満
天
に

よ
ば
い
の
星
は
尾
を
引
い
て
落
つ

し
ん
が
り
を
き
ず
か
う
宙
の
三
連
は

煙
草
く
ゆ
ら
し
我
を
見
守
る

白
樺
の
薄
き
緑
の
葉
の
ゆ
れ
て

黒
姫
上
る
問
い
か
く
る
月

月
光
の
青
に
浸
れ
ば
静
か
な
る

錨
の
星
は
宙
を
巡
り
ぬ

天
空
の
梯
子
降
ろ
せ
し
姫
川
に

四
三
の
星
の
瞬
き
て
あ
り

た
ま
ゆ
ら
に
目
覚
め
し
宵
に
六
連
の

何
で
か
さ
ざ
め
く
恋
の
断
片

み
す
ず
か
る
信
濃
は
遠
き
明
星
の

夜
寒
の
風
を
君
は
聞
い
て
か

拙
短
歌
で
詠
ん
だ
「
よ
ば
い
星
」
と
は
流
れ
星
の
、

「
錨
の
星
」
と
は
カ
シ
オ
ペ
ア
座
、
「
三
連
」
と
は
三
光
、

ま
た
は
三
つ
星
と
も
い
い
オ
リ
オ
ン
座
の
、
「
四
三
の
星
」

シ

ソ

ウ

と
は
「
七
曜
」
、
つ
ま
り
北
辰(

北
極
星
）
の
七
つ
星
と

ナ

ナ

ヨ

も
い
い
大
熊
座
の
北
斗
七
星
の
夫
々
和
名
で
あ
る
。
流
星

は
、
西
洋
で
は
余
り
良
い
印
象
を
持
た
れ
て
い
な
い
が
、

日
本
で
は
流
星
は
密
か
に
尾
を
引
い
て
光
る
の
で
、
よ
ば

い
星
、
よ
め
い
り
星
、
つ
か
い
星
等
と
古
く
か
ら
呼
ば
れ

て
き
た
。
「
六
連
」
と
は
六
つ
ら
星
、
昴
で
あ
る
、
「
明

ス
バ
ル

星
」
は
明
け
の
明
星
、
ご
存
知
金
星
の
こ
と
で
あ
る
。

以
下
『
日
本
の
星
』
か
ら
抜
粋
記
載
し
て
み
る
。

北
極
星
は
天
心
の
動
か
ぬ
星
と
し
て
、
北
辰
以
外
に
も

一
つ
星
、
心
星
、
子
の
星
、
番
の
星
等
の
和
名
が
あ
る
。

ネ

信
州
の
諺
に
「
昴
ま
ん
時
粉
八
合
」
が
あ
る
。
昴
星
が

ス
マ
ル

中
天
に
掛
か
る
時
に
蕎
麦
を
蒔
く
と
、
収
穫
時
に
は
粉
が

八
合
採
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
の

こ
の
人
気
星
も
、
形
状
や
固
ま
る
印
象
か
ら
ス
マ
ル
、
ス

ク
バ
ル
、
一
升
星
、
羽
子
板
星
、
苞
星
と
あ
る
。

ツ
ト

シ
ソ
ウ
の
星
、
四
三
の
星
の
意
味
は
、
北
斗
七
星
の
こ

と
で
あ
る
が
瀬
戸
内
の
老
船
頭
の
言
に
寄
れ
ば
、
単
に
北

斗
を
枡
の
四
星
と
、
柄
杓
の
三
星
に
分
け
た
名
で
は
な
い
。

漁
師
達
が
手
慰
み
で
行
う
丁
半
博
打
の
二
つ
の
賽
の
目
か

ら
き
て
い
る
と
い
う
か
ら
大
変
興
味
深
い
。
だ
か
ら
シ
サ

ン
と
読
ま
ず
シ
ソ
ウ
で
あ
る
。
真
闇
の
玄
海
や
周
防
灘
の

荒
波
の
中
を
、
老
船
頭
が
不
眠
不
休
で
魚
を
捕
っ
て
航
海

す
る
と
き
、
小
船
の
舵
柄
を
握
り
し
め
終
始
、
宙
ば
か
ら

見
据
え
て
操
舵
す
る
由
、
子
ノ
星
（
北
極
星
）
と
シ
ソ
ウ

ネ

の
星
を
仰
ぎ
な
が
ら
漁
を
す
る
の
だ
と
い
う
。

四
三
の
星
天
の
壷
皿
こ
ぼ
れ
け
む
・
・
抱
影

盆
上
で
二
つ
の
賽
を
筒
か
ら
振
り
出
す
目
の
特
殊
な
読

ど
う

み
方
、
三
一
、
三
六
、
四
一
、
四
三
、
五
一
・
・
「
四
三
」

サ
ム
イ
チ

サ
ブ
ロ
ク

シ

ツ

チ

シ

ソ

ウ

グ

イ

チ

は
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
四
三
の
星
の

和
名
は
平
安
時
代
か
ら
存
在
し
た
と
推
論
し
て
い
る
。

星
は
す
ば
る
、
ひ
こ
ぼ
し
、
明
星
、
夕
つ
つ
、

よ
ば
い
ぼ
し
を
だ
に
な
か
ら
ま
し
か
ば
、
ま
し
て
。

と
清
少
納
言
が
枕
草
子
に
記
し
て
い
る
。
別
和
名
と
し

て
舵
星
、
柄
杓
星
、
鍵
星
、
船
星
、
剣
先
星
等
で
あ
る
。

春
の
大
星
座
、
獅
子
座
の
和
名
も
面
白
い
。

大
鎌
部
を
英
語
で
、the

Sicle(

草
刈
鎌)

と
呼
ぶ
が
、

雨
樋
を
掛
け
る
金
具
の
形
状
と
見
立
て
「
樋
掛
け
星
」
と

い
う
和
名
が
あ
る
。
α
星
レ
グ
ル
ス(Regul

u
s
)

は
黄
道

上
に
位
置
し
、
獅
子
の
心
臓
と
さ
れ
白
光
を
放
つ
一
等
星

で
、
西
洋
で
は
航
海
を
司
る
四
王
星
の
随
一
と
さ
れ
る
。

プ
レ
ア
デ
ス
星
団(

昴
）
の
近
傍
、
西
の
牡
牛
座
の
赤

い
α
星
ア
ル
デ
バ
ラ
ン(Aldebaran)

を
昴
の
後
か
ら
昇

る
意
味
か
ら
「
ス
マ
ル
の
尾
の
星
」
と
い
う
。
天
上
で
Ｖ

字
形
を
描
く
ヒ
ア
デ
ス
星
団
は
「
釣
鐘
星
」
と
い
う
。

大
犬
座
の
主
星
、
全
天
で
最
も
明
る
い
青
い
星(

天
狼)

α
星
シ
リ
ウ
ス(Sirius)

は
、
青
星
、
大
星
と
い
う
。
子

犬
座
プ
ロ
キ
オ
ン(Procyon

和
名
は
色
白)

、
大
犬
座
の

シ
リ
ウ
ス
、
オ
リ
オ
ン
座
べ
テ
ル
ギ
ウ
ス(Betelgeuse

）

の
各
α
星
で
構
成
星
は
、
冬
の
大
三
角
と
呼
ば
れ
る
。

オ
リ
オ
ン
座
の
全
体
形
状
の
和
名
は
「
鼓
星
」
で
あ
る
。

個
別
に
赤
み
を
帯
び
た
α
星
べ
テ
ル
ギ
ウ
ス
、
青
み
が
か
っ

た
β
星
リ
ゲ
ル(Rigel)

を
、
源
平(

白
赤
旗)

に
見
立
て
、

夫
々
平
家
星
、
源
氏
星
と
呼
ぶ
地
方
が
美
濃
に
あ
る
。
オ

リ
オ
ン
帯
三
星
、
ミ
ン
タ
カ(Mintaka)

、
ア
ル
ニ
ラ
ム

(Alnilam)

、
ア
ル
ニ
タ
ク(Alnitak)

二
等
星
、
三
つ
星
、

三
光
、
三
連
、
三
丁
の
星
、
稲
架
の
間
の
和
名
が
あ
る
。

ハ

ザ

昴
を
中
国
の
廿
八
宿
か
ら
き
た
名
だ
と
思
っ
て
き
た
。

ス
マ
ル

上
古
の
玉
の
名
に
多
麻
能
美
須
麻
流
、
五
百
箇
御
統
が
あ

タ

マ

ノ

ミ

ス

マ

ル

イ

ホ

ツ

ミ

ス

マ

ル

る
。
ス
マ
ル
が
昴
に
転
じ
た
純
粋
和
名
と
知
っ
た
。

「
空
」
「
宙
」
は
、
元
々
佛
教
用
語
で
あ
る
と
い
う
。

な
ら
ば
「
星
」
は
何
処
か
ら
派
生
し
て
き
た
言
葉
な
の
か
？
了
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和
名
の
星
々

た
な
か
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